
小学校低学年児童の教室からの退室
行動に対するポジティブな行動支援

事例研究報告



•教師の指示が通りにくくなり，教室から逸脱行動を
繰り返す児童についての指導です。

•２年生になって，４月後半までは指示が通り，目立
たない子でした。

•ゴールデンウィーク前くらいから徐々に指示が通ら
なくなり，授業中，教室から退室する行動をとるよう
になりました。

児童の実態



「教室でみんなと一緒に勉強できる
ようになってほしい。」

教員の考え



・本児と作戦会議を行うことで本児が納得できる目
標を設定し，教師と目標を共有することからはじめ
ます。
・作戦内容を文字に表し視覚化することで，するべ
きことが明確にする。
・スモールステップで目標設定し，クリア
しやすくすることで，次の目標に意欲的
に取り組めるようにしましょう。
・ご褒美システムを取り入れ，次の目標
に挑戦しようとする意欲につながるよう
にしていきましょう。

アドバイザーからの助言



・対象児の各授業における授業参加の状況について，
次の４件法で評価を行った。

１ 授業時間の全てを教室外で過ごす。
２ 一部を教室外で過ごす。
３ 全てを教室内で過ごす。
４ 全てを教室内で過ごし且つ授業の中心となる活動に
参加し，且つ不適切な行動がない。

授業中，自分の席に○○分間，座る。

指導目標の見直し

記録方法と記録



ミッション１

ミッション２

ミッション３

ミッション４

ミッション５

ミッション６

授業中自分のいすに１０分間座ります

授業中自分のいすに２５分間座ります

授業中自分のいすに４０分間座ります

授業中自分のいすに２０分間座ります

授業中自分の席に４０分間座ります

１時間のうち１０分はみんなと同じ学習
をします（４０分座って）

６月２４日～７月１日

７月４日～７月８日

７月１１日～７月２０日

８月２５日～８月３１日

９月１日～９月９日

９月１２日～１０月２１日

指導1：自分の席に○○分間座る



指導1：ミッションシート（○○分座る）



「赤」のグラフの上昇は、教室内にいられるようになったことを表して
います。「青」のグラフの上昇は、教室内で不適切な活動をやめて、
適切な活動を行えるようになったことを表します。本児が興味のあっ
た図工の工作や得意な算数から着席できるようになり褒められること
が増えました。また，目標設定時間を無理のない１０分からスタート
し，スモールステップで延ばしていくことで，目標をクリアしていく達成
感をあじわうことができていました。

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%
5月

26
日

5月
31
日

6月
3日

6月
10
日

6月
15
日

6月
17
日

6月
22
日

6月
27
日

6月
30
日

7月
5日

7月
8日

7月
13
日

7月
19
日

8月
26
日

8月
31
日

9月
5日

9月
8日

9月
13
日

9月
21
日

9月
28
日

10
月

5日
10
月

11
日

10
月

14
日

10
月

18
日

10
月

21
日

10
月

26
日

10
月

31
日

11
月

4日
11
月

8日
11
月

11
日

11
月

16
日

11
月

21
日

11
月

25
日

11
月

30
日

12
月

5日
12
月

8日
12
月

13
日

12
月

16
日

12
月

21
日

1月
24
日

1月
27
日

2月
1日

2月
6日

2月
9日

ベース
ライン 第１期 第２期

指導１の成果（○○分間、座る）
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指導１の成果（○○分間、座る）



指導２：授業中の適切な行動を規定し，評価を実施
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指導２の成果（授業中の適切行動を増やす）

するべきことを明確にしたことで，何ができていて，自分の頑張りどころが何
なのかを本児が自覚して行動できるようになってきました。また，ご褒美シ
ステムに父の協力が加わることで，「もっと頑張ろう！」という本児のモチ
ベーションがアップしました。取り組みが進むにつれ，教師や支援員の指示
や注意も素直に聞き入れるようになってきたことにより，「できる→褒められ
ると→また頑張る」という，好循環が生まれてきました。



ここが成功のポイント

○目標設定時間を無理のない１０分から
スタートし，スモールステップで延ばして
いくことで，目標をクリアしていく達成感を
あじわうことができた。

○授業中にするべきことを明確にしたこ
とで，何ができていて，自分の頑張りどこ
ろ本児が自覚し行動できるようになった。

○ご褒美システムは，できたことに注目
するので，本児も教師もプラスの感情が
湧き，次は，できていないことに挑戦しよ
うとする意欲につながった。


